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万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

日
本
を
代
表
す
る
万
華

鏡
作
家
・
中
里
保
子
さ
ん
。

昨
年
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
で
開
か
れ
た
カ
レ
イ

ド
ス
コ
ー
プ
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
で
は
、
世
界

中
の
万
華
鏡
作
家

が
集
ま
り
、
中
里

さ
ん
の
作
品
「
秋

草
」
が
最
優
秀
作

品
賞
を
受
賞
。
か

つ
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ウ
エ
ア
ー
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

活
躍
。
気
分
転
換

に
始
め
た
ガ
ラ
ス

工
芸
が
、
万
華
鏡

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
。

万
華
鏡
か
ら
元
気
を
も
ら

え
る
と
い
う
中
里
さ
ん
は
、

創
作
活
動
を
通
し
て
「
万

華
鏡
の
模
様
の
よ
う
に
人

の
輪
が
広
が
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
助
け
ら
れ
て

い
る
」
と
振
り
返
る
。
介

護
と
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

た
と
き
、
寝
た
き
り
の
母

が
枕
元
で
も
楽
し
め
る
よ

う
に
と
万
華
鏡
を
見
せ
た

と
こ
ろ
喜
ば
れ
、
自
分
も

癒
さ
れ
た
。「
も
の 

は
、
多
く
の
人
の
手

で
真
心
を
持
っ
て
つ

く
る
も
の
」。陶
芸
家

・
辻
優
子
さ
ん
の
現

代
九
谷
焼
に
魅
せ
ら

れ
、
陶
芸
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品

も
２
０
０
点
を
超
え

る
。「
愛
・
地
球
博
」

で
は
、
藤
井
フ
ミ
ヤ

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
大
地
の
塔
関
連
の

万
華
鏡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
指
導
も
。
昨
年
は
谷
村

新
司
が
学
長
を
務
め
る

「
あ
い
ち
子
ど
も
芸
術
大

学
」
の
講
師
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
万
華
鏡
づ
く
り

を
指
導
。
流
山
８
丁
目
の

工
房
に
は
、「
こ
れ
が
万
華

鏡
な
の
？
」
と
驚
か
さ
れ

る
作
品
が
並
ぶ
。
昨
年　
１２

月
に
は
青
少
年
相
談
員
の

万
華
鏡
づ
く
り
教
室
の
講

師
を
務
め
、
今
年
３
月　
２３

日
に
は
、
お
お
た
か
の
森

出
張
所
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
日
曜
情
報
セ
ン
タ

ー
」
で
親
子
を
対
象
に
春

休
み
万
華
鏡
づ
く
り
教
室

を
、
ま
た
、
７
月　

日
か

１９

ら
は
、
加
の
「
ギ
ャ
ラ
リ

ー
よ
し
」
で
夏
休
み
の
作

品
展
を
開
催
す
る
な
ど
、

全
国
を
、
そ
し
て
世
界
を

舞
台
に
活
躍
す
る
万
華
鏡

作
家
は
、
流
山
で
の
活
動

も
大
切
に
し
て
い
る
。
万

華
鏡
を
覗
く
と
常
に
模
様

が
変
化
す
る
別
世
界
だ
が
、

中
里
さ
ん
の
も
の
づ
く
り

の
姿
勢
は
一
貫
し
て
変
わ

ら
な
い
。

日本を代表する万華鏡作家の中里保子さん
お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

万華鏡に元気をもらって

創作で広がる人の輪

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.４０〉

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

請
書
を
今
日　

日
か
ら
市

１５

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で

５
５

　

市
で
は
、「
広
報
な
が
れ

や
ま
」
の
作
成
業
務
を
受

託
す
る
民
間
企
業
等
を
募

集
し
ま
す
。

　

「
広
報
な
が
れ
や
ま
」

は
、
毎
月
１
日
号
と　

日
１５

号
を
各
８
ペ
ー
ジ
で
、
ま

た
、
年
４
回
号
外
特
集
号

を
各
４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
材
や
執
筆
、
撮

影
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の

作
成
業
務
を
民
間
企
業
等

に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
よ
り
読
ま
れ

る
広
報
、
分
か
り
や
す
い

広
報
を
お
届
け
す
る
た
め

に
、
民
間
企
業
等
が
持
つ

編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

取
り
入
れ
よ
う
と
行
う
も

の
で
す
。

　

業
務
の
内
容
や
募
集
方

法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

広
報
紙
作
成
を
委
託

広
報
紙
作
成
を
委
託

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

　

流
山
市
民
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
相
馬
ユ
ー
ト
ピ

ア
」
は
、
平
成　

年
市
議

１９

会
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
施
設
の
廃
止
条
例
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
同
施
設
は
、

今
年
３
月
末
日
で
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
の
ご
利
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２３ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

廃
止
後
の
同
施
設
の
有

効
活
用
を
希
望
さ
れ
る
事

業
所
や
団
体
・
機
関
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
廃
止

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
廃
止

ご
利
用
は
３
月

日
ま
で

ご
利
用
は
３
月　

日
ま
で

２３２３

お
詫
び
と
訂
正 

特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
号

１９

１２

１５

４
・
５
面
で
掲
載
し
た

「
市
人
事
行
政
の
運
営
状

況
の
公
表
」
中
の
「
職
員

の
手
当
の
状
況
（
４
）
特

殊
勤
務
手
当
」
の
表
中
、

職
員
全
体
に
占
め
る
手
当

支
給
職
員
の
割
合
（
平
成

　

年
度
）
を　

・
４
％
と

１８

５４

し
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

　

・
０
％
の
誤
り
で
し
た
。

２２お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

�
　

石
原
俊
典
前
監
査
委
員

の
辞
任
に
伴
い
、
１
月
１

日
付
で
眞
砂
由
博
氏
が
新

た
に
監
査
委
員
に
就
任
し
、

１
月
４
日
、
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

眞
砂
委
員
は
、
昭
和　
２０

年
生
ま
れ
。
昭
和　

年
慶

４３

應
義
塾
大
学
卒
業
、
昭
和

　

年
監
査
法
人
中
央
会
計

４４事
務
所
（
の
ち
中
央
青
山

監
査
法
人
）
入
所
、
平
成

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

監
査
委
員
に

監
査
委
員
に　
 

眞
砂
氏
が
就
任

眞
砂
氏
が
就
任

　

〜　

年
中
央
青
山
監
査

１２

１５

法
人
理
事
、
平
成　

〜　
１２

１３

年
第
一
火
災
海
上
保
険
相

互
会
社
保
険
管
理
人
、
平

成　

年
中
央
青
山
監
査
法

１８
人
退
所
、
眞
砂
由
博
公
認

会
計
士
事
務
所
開
設
。
東

初
石
１
丁
目
在
住
。

�
　

昨
年　

月　

日
、
美
田

１２

２１

２
号
公
園
に
、
災
害
時
に

は
ト
イ
レ
に
な
る
ベ
ン
チ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
建

設
廃
材
の
タ
イ
ル
な
ど
か

ら
モ
ザ
イ
ク
製
品
を
つ
く

っ
て
障
害
者
の
自
立
を
支

援
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
コ
平
板
・
防
塵
マ
ス
ク

支
援
協
会
の
橋
田
隆
明
さ

ん
（
富
士
見
台
）
が
、
ベ

ン
チ
兼
用
の
モ
ザ
イ
ク
防

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

公
園
の
ベ
ン
チ
が
災
害

公
園
の
ベ
ン
チ
が
災
害

時
に
は
ト
イ

時
に
は
ト
イ
レ
に
レ
に

災
ト
イ
レ
を
開
発
。
そ
の

第
１
号
基
を
、
美
田
自
治

会
（
松
島
英
雄
会
長
）
が

購
入
し
た
も
の
で
す
。
普

段
は
、
公
園
の
ベ
ン
チ
で

す
が
、
災
害
時
に
は
、
下

水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
汚

水
マ
ス
の
上
に
移
動
し
、

目
隠
し
で
囲
ま
れ
緊
急
ト

イ
レ
に
変
身
し
ま
す
。

�
　

１
月
６
日
、
東
深
井
地

区
公
園
周
辺
で
「
新
春
豚

汁
と
み
ん
な
で
走
ろ
う 

会
」
が
行
わ
れ
、　

人
の

８０

家
族
連
れ
な
ど
が
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
、
温
か
な
豚
汁
を

囲
ん
で
親
睦
を
深
め
ま
し

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

豚
汁
と
走
ろ
う
会

豚
汁
と
走
ろ
う
会

に

人

に　

人
８０８０

た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
会
北
部
地
区

（
高
森
青
実
代
表
）
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。
参
加

さ
れ
た
木
島
大
造
さ
ん 

（　

）
は
「
無
理
し
な
い

７８
の
が
長
続
き
の
秘
訣
」
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
会
で
は
、
市

内
５
会
場
（
東
深
井
地
区

公
園
、
八
木
北
小
学
校
、

市
総
合
運
動
公
園
、
南
流

山
小
学
校
、
東
小
学
校
）

で
毎
週
日
曜
日
の
早
朝
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
を
。

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　眞砂監査委員

　普段はきれいなベンチ

　楽しく健康づくり


